
従来は「部品押し下げ」だけでした。
有効条件を設定するために、
右のように「条件により起動」に
変更します。

設定Ａ：

設定Ｂ：

データ部品の参照デバイスと
カスタムＳＷの動作デバイスを
合わせる事がポイントです。
（Ｒ４０またはＲ４１の事です。）


